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緒 言 

社会人基礎力とは経済産業省から2006年に提唱さ
れた職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていく
ために必要な基礎的な力であり 1）、「アクション」「シ
ンキング」「チームワーク」の 3 つの分類とその下位
概念である「主体性」「働きかけ力」「実行力」「課題
発見力」「計画力」「創造力」「発信力」「傾聴力」「柔
軟性」「状況把握力」「規律性」「ストレスコントロー
ル力」の 12 能力要素から構成される²）。社会人基礎
力は何らかの経験を積むことにより伸長する性質を
持ち、社会人としての就労経験により伸長すること
が確認されている²）。看護系の教育カリキュラムにお
いて、文部科学省は大学における看護系人材養成の
あり方に関する検討会を発足し、2011 年に「学士課
程版看護実践能力と到達目標」として、5 つの能力群
と 20 の看護実践能力を明示している 4）。A 大学にお
いてもカリキュラムの見直しが行われ、2012 年より
新カリキュラムが導入されたが、学年間の社会人基
礎力を比較し、カリキュラムの検証を目的とする研
究は未だない。また、社会人基礎力の研究は、看護基
礎教育の領域においては徐々に増加しているが、4年
生の看護系大学におけるすべての学年を比較検討し
た研究報告もない。 そのため、本研究は、学年間の
社会人基礎力比較を通して、能力醸成の実態を明ら
かにすることを目的とした。  

 

方 法 
【研究対象】平成 31 年度 A 大学に在籍している看護
学生 1～4 年生。 
 
【データ収集方法】対象者に対し、調査の趣旨、方法、
倫理的配慮等を説明し、無記名自記式調査票を用い
た質問紙法による調査を行った。  
 
【調査内容】調査票の質問項目は経済産業省２）が開
発し、北島１）によって信頼性・妥当性が検証されて
いる「社会人基礎力レベル評価基準表」に基づき作成
し、6 段階リッカートスケールにて評価した。その尺
度は『前に踏み出す力（アクション）』『考え抜く力
（シンキング）』『チームで働く力（チームワーク）』
という 3 つの能力尺度に分類され、『前に踏み出す
力（アクション）』は「主体性」「働きかけ力」「実
行力」、『考え抜く力（シンキング）』は「課題発見
力」「計画力」「創造力」、『チームで働く力（チー
ムワーク）』は「発信力」「傾聴力」「柔軟性」「情
況把握力」「規律性」「ストレスコントロール力」と
いう能力要素で構成される。また、対象者の属性と社
会人基礎力に影響を及ぼす可能性のある要因（性別、
学年、クラブ活動参加の有無、アルバイト経験の有無、
一人暮らしの経験の有無、祖父母との同居の有無）に

ついても調査を行った。なお上記尺度は、開発者から
使用許可を得て使用した。  
 
【データ分析方法】選択肢を 1 点、2 点、3 点、4 点、
5 点、6 点とし、「社会人基礎力レベル評価基準表」
全項目の得点総計を個人の社会人基礎力、個人総計
得点の平均を学年全体の社会人基礎力として、学年
ごとの社会人基礎力を比較・分析した。また、学年ご
とに属性と社会人基礎力の関係を解析した。平均値
の有意差検定には、2 群間比較に Mann-Whitney の U
検定、3 群以上の比較には Kruskal-Wallis 検定を用
い、有意水準は 5%未満とした。統計ソフトは SPSS 
ver.22 を使用した。 
 
【倫理的配慮】文書と口頭で本研究の目的・方法・所
要時間等の説明を行い、調査票の記入・提出をもって
本研究への同意とすること、研究への参加は自由意
志であり不参加でも不利益はないこと、データは本
研究実施以外には利用せず、研究終了後、紙データは
シュレッダーにて破棄することを説明した。  

 

結 果 

回答は 18１名（1 年生 42 名、2 年生 44 名、3 年生 47

名、4 年生 48 名）から得られた。社会人基礎力総合得点

は、1 年生が 2 年生と比較して有意に高い結果となった

（図１）。下位概念について分析してみると、2 年生より有

意に高かった 1 年生の能力は、『前に踏み出す力』、『チ

ームで働く力』の２つで、能力要素では「主体性」、「働き

かけ力」、「創造力」、「発信力」、「傾聴力」、「柔軟性」に

おいて高い結果となった。 

その他学年間で差が認められた能力要素は、「柔軟

性」と「ストレスコントロール力」で、3 年生が 2 年生より有

意に高い値を示した。 

またどの学年であっても、１２の能力要素のうち、「創

造力」と「計画力」が低く、それらを含む能力である『考え

抜く力』のスコアが低い傾向にあった（図１）。 



 
 

期待された学年進行による段階的社会人基礎力の増

加は認めなかったが、全ての実習過程を終了した 4 年

生と、本格的な臨地実習を経験していない 2・3 年生

の社会人基礎力を比較すると、4 年生の方が、社会人

基礎力が高い傾向がみられた。 

さらに属性と社会人基礎力の関連について分析して

みると、女性の『チームで働く力』のスコアが、男性に比

して有意に高い結果となった。また、一人暮らしをしてい

る学生のほうが、『考え抜く力』は有意に高かった（表１）。 

考 察 
 今回、予想以上に最低学年である 1 年生の社会人

基礎力が高いという結果が得られた。本年度の 1 年

生より新カリキュラムが導入され、グループ学習の

機会が増えたことなどもあり、実際に社会人基礎力

が高い可能性もあるが、1 年生は臨地実習未経験であ

り、自身の能力を発揮し、十分に自己評価をする機会

が少ないため、過大評価した可能性も考えられる。前

述した 12 の能力は講義や演習だけで成長させるこ

とは困難であり、臨地実習での経験も踏まえて実践

的に身に着けられる能力である。 
また、臨地実習を経験した 4 年生において他学年

と社会人基礎力の有意差がないのは、本格的な実習

が始まると、多重課題や複数患者の受け持ち等、自分

の考えた計画通りには進まず、思い描いた理想の看

護ができずに、自信喪失し、自身の能力を過小評価し

た結果であることが推測される。 
しかし、有意差はないものの、4 年生では 2・3 年

生と比較し、社会人基礎力が高くなっていることか

ら、実習経験が社会人基礎力向上に何らかの影響を

及ぼしている可能性は否定できない。社会人基礎力

とは、臨床の現場で向上するという特性を持つ能力

であるため²）、現行カリキュラムのように各学年で臨

床実習を取り入れることは重要であると考える。 チ

ームで働く力において、男女間に有意差があるとい

う結果は、先行研究でも同様の結果が出ている６）。し

かし、その原因は未だ明らかになっていない。 
本研究で用いた尺度は、自己評価に基づくもので

あり、その客観性について諸所で議論がみられる。自

己客観視の未熟さによって自己評価と他者評価の差

異が生じる可能性がある。よって、真の能力を反映し

ているかどうかについては、慎重な考察が必要であ

るが、今回用いた尺度は十分なサンプル数により、妥

当性と信頼性が証明されているため、アンケート採

取時の状態を一定に調整することで、有用な尺度と

して利用可能と考えられる。 本研究は横断研究であ

り、同一時期の異なる母集団（異なる学年）で比較し

ていることから、集団背景の影響を排除できない。し

たがって、現在のカリキュラムが適切に学生の社会

人基礎力を醸成しているかどうかを評価するのには、

一定の限界があると考えられ、将来的には、入学時か

ら卒業時まで継続して調査する縦断研究を行うこと

が必要である。 
 

結 論 
A 大学の看護学生の社会人基礎力は、学年別にみ

ると、1 年生が 2 年生より有意に高い結果となっ

た。また、社会人基礎力と属性の関係においては、

男性より女性のほうが『チームで働く力』が有意に

高く、一人暮らしを経験している学生のほうが『考

え抜く力』が有意に高かった。しかし、自己評価尺

度を使用した横断研究の限界を考慮すると、本研究

の結果から、真の社会人基礎力とカリキュラムの評

価を行うのは困難であり、今後さらなる研究が必要

である。 
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